











































































































































われ，新しい情報が追加されてきている。 1992年６月にthe School of
American Researchで主催された，農業への移行に関するセミナーで得ら























































































































































































































































































































































































































































ースを示している。North and Thomas (1977)は，狩猟と農業の労働の限
界生産物価値曲線を比較して，前者は逓減し後者は一定という仮定から，
人口圧が最終的に農業へ移行させるという筋書きを図示している。
























試みられた。パラメータの値は,p = 0.7, nl = 1000, ml = 1000, h* = 0.5,
al = 1313, a2= 1000, a = 0.4,β＝5，･y = 0.01, 6 = 0.05, A* = 14000,
心＝3500。n2 = 1000, ri = 40000。z＝5，り）＝1，ｒl＝100と設定して
ある。また，Å＊には［－1000,1000］の区間を一様分布するランダム項が
含まれているとする。
　シミュレーションでは，環境要因がÅ＊＝14000で設定された場合，農
業／狩猟人日比はゼロに近づき，狩猟・採集社会に特化したが,Å＊＝9800
に低下すると，人日比は100％に近づき農業社会に転換した。また，環境
要因を14000から毎回700ずつ都合６回低下させて，1000（年）に１回低下
のケースと400（年）に１回低下のケースに分けてみた。前者では，農業
人口はゼロに近づき狩猟・採集社会に特化したのに対し，後者では農業人
口はある時期から急激に増加してある水準に落ち着き，農業社会に転換し
ていった。
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